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生育調節剤利用による小ギク・ アスターの開花調節
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ま え が き

露地切花はその年の気象や栽培管理で開花期が移動しや

すく,特に小ギク・アスター等はお盆や彼岸などの物日需

要にあわせることが大切で 3～ 4日 の開花のずれでも収益
:的に大きな差となる。

そこで,小ギク・アスターにおいて出雷期前後にGA3

等の生育調節剤の茎葉散布力瀾花期や切花品質に及ぼす影響

をみるため,処理時期・濃度について1982,80年に検討した。

試 験 方 法
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(1)処理時期式験(1983年 )

1)供試品種 :やまびこ・星かげ

" 
試 験 区 81区 20株  2反復

3)耕種概要 :3月 15日 さし芽,4月 4日露地仮植
(ポ リ被覆),4月 11日摘心,4月 29日 うね幅90"・ 株間

10昴に 1条植えとし,3本仕立とした 施肥は10a当 た

りN・ P205・ K20各 15夕 を施用した。
0)処理濃度試験 (1983年 )
1)供試品種,耕種概要 :処理時期試験に同じ。

2)試 験 区 :1区 20茎 反復なし

7月 19日 に華葉散布

2 アスター
(0処理時期試験(1982年 )
1)供試品種 : くれない
a試 験 区 : 1区40株  5反復

18)耕目鯉
=: 4月

3日は種,5月 6日 うね幅90昴・

株間10"の 2条植えとした ,。 施肥は10σ 当たりN-14

″,P205~22″ ,K2014り を施用した。
●)処理濃度試験(1983年 )
1)供試品種 : くれない
2)試 験 区 : 1区20株  3反復

鋤 耕種概要 : 4月 4日 は種,5月 20日定植,栽泄
距離,施肥量は処理時期試験に同じ。

試 験 結 果
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(1)処理時期試験 : やまびこ,星かげととも同日散布
としたため星かげは雷が目安より若干進んでいた。

平均採花日はGA3処理区と無処理区で大差なかったが
採花傾向からみると,GA3処理区は初期の採花割合が高い
傾向がみられた。処理時期については書が見えだした時か

ら薔揃いまで行ったが早期処理ほど早い傾向であった。

表 1 処理時期と採花状況 (月 ギヽク)
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GA3処理は無処理区に比べ分枝長が長く,雷が見え花
梗が伸びだした時の処理が最も長くなった。

0)処理濃度試験 : 平均採花日は星かげがGA3 300Ⅲ
区で 4日 ,CA3 150 77m・ BA 100"m混用区で 3日 ,CA35"口 ,

BA 100四混用区,BA 200Pm区 で 2日 はど早く,各区とも

無処理区に比べ初期の採花割合力塙 くなった。やまびこも

CA 3300"区で 2日 ほど早く,他区は大差なかったが,星
かげ同様初期の採花割合が無処理区に比べ高くなった。

分枝長はGA3濃度が高いほど長 く,BAは この傾向が
なく中心雷に近い分枝は短くなる傾向がみられた。

GA3処理区は無処理区に比べ分枝長が長く,処理時期
が早いはど長くなる傾向がみられた。

●)処理濃度試験 : GA3処理による開花促進効果は
あまりみられず,採花傾向からみるとGA3 300"区 は処

理時期試験と異なり若千開花が早まる傾向がみられた。B

A200ぃは逆に開花が遅れる傾向であった。B‐ナイン区

は開花が遅れる傾向がみられ,濃度が高いほどその傾向が

強かった。

CA3は濃度が高いほど分枝長が長く,BA,B‐ナイ
ン区は短くなった。

表 5 処理濃度と採花状況 (アスター )
表 2 処理濃度と採花状況 (小 ギク )
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表 3 処理濃度と切花形質 (小ギク )
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(1)処理時期試験 : GA3処理による開花促進効果は
みられず,処理時期については中心雪が見えだした時から
側枝の奮が揃った時まで行ったが判然としなかった。

表 4 処理時期と採花状況 (アスター )

項 目

区

平   均

採 花 日

(月  日 )

採  lL 傾  向 (%)
８

月

‘

曰

８

月

Ｈ

日

８

月

１３

日

８
月
”

日

８

月

”

曰

1

2

0

4

812

lS

12

12

7

12

2

15

38

34

34

42

58

48

57

67

70

58

76

76

80

,6

'4

'4

,7

86

"100
12 18 33 56 74 ,6

で

い

平 均
採花曰
(月  日)

採 花 傾 は %)

8月 2曰 8月 5日 8月 8日 8月 10ロ

2

3

509
238
250
111

69 8

“

1

00 4

1,0

868
758
58 4

60 4

虹

ｍ

“

7̀

8

9

8

8

8

121
120
1,0

125

207
180
34 5

304

”

”

７０

”

2,2 46 1 723 4

※ 分枝の測

定個所

表 6 処理濃度と切花形質 (ア スター )
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以上のことから,小ギクの場合はGA3 300"の 茎葉散

布は採花が 2～ 4日 はど早まるが分枝が伸び品質が低下す

る。この点BA200Pnの 散布は分枝が逆に短くなり,GA3
5 P BA100PEの混用散布は分枝の伸びが少なく品質の

低下はない。しかし,開花促進効果はGA3単用より劣ると

思われる。処理時期としては着奮初期ほど効果的と思われる。

アスターの場合はGA3,BAに よる開花促進効果はなかっ
た。 B― ナインは 2～ 3日の開花抑制効果がみられ,
分枝の伸びが抑制され品質の向上が期待できる。B―ナ

インの散布方法としては側枝の苦が見えだし中心奮が一

部着色した時に, 120～ 240倍 液の散布がよいと思

われる。
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